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和
や
か
に
懇

親
し
た
札
内
友

の
会
総
会
だ
っ

た
が
、
参
加
者

が
怒
っ
て
い
た

事
が
あ
る
。
七

割
も
の
国
民
が
反
対
し
て
い

る
年
金
法
案
に
で
あ
る
。
案

の
定
、
六
月
五
日
に
強
行
採

択
さ
れ
た
。
野
党
の
三
人
の

質
問
を
目
前
で
打
ち
切
っ
て
、

議
会
制
民
主
主
義
も
何
も
あ

っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
。
こ
ん

な
採
決
は
無
効
だ
▼
し
か
も

法
案
の
内
容
が
ひ
ど
い
。「
百

年
安
心
」
「
保
険
料
の
上
限

は
固
定
、
給
付
は
現
役
世
代

の
五
割
確
保
」
な
ん
て
大
き

な
ご
ま
か
し
。
保
険
料
は
上

が
り
続
け
、
給
付
は
下
が
り

続
け
る
「
百
年
不
安
心
年
金
」

だ
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
さ
せ

た
の
は
日
本
共
産
党
の
小
池

晃
議
員
。
与
党
は
審
議
を
続

け
れ
ば
続
け
る
ほ
ど
、
ボ
ロ

が
で
る
と
見
て
、
打
ち
切
り

に
し
た
。
強
行
は
小
池
議
員

の
質
問
の
目
前
で
あ
っ
た
か

ら
▼
だ
い
た
い
年
金
制
度
の

改
革
を
言
う
な
ら
、
制
度
を

作
る
国
会
議
員
の
未
納
問
題

や
、
年
金
基
金
が
十
三
カ
所

も
の
豪
華
ホ
テ
ル
建
設
や
、

厚
生
省
の
役
人
の
交
際
費
な

ど
に
五
兆
六
千
億
円
も
流
用

さ
れ
て
い
た
問
題
こ
そ
解
決

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
こ

に
手
を
付
け
ず
、
国
民
に
だ

け
負
担
を
強
い
る
や
り
方
は

ど
う
し
て
も
許
せ
な
い
▼
数

の
力
で
ご
り
押
し
す
る
な
ら
、

国
民
の
立
場
の
議
員
を
増
や

し
て
、
白
紙
に
戻
さ
せ
る
し

か
な
い
。
審
判
は
七
月
の
参

議
院
選
挙
で
下
そ
う
で
は
な

い
か
。

（
友
）
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十
勝
勤
医
協
第
二
十
五
回
通
常
社
員
総
会

｢

人
権｣

と｢

平
和｣

を
守
る
運
動
の
先
頭
に


安
心･

安
全･

信
頼
の
医
療･

介
護
の
確
立
を
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選

出

さ

れ

た

新

役

員

理

事

長

浅
沼　

建
樹

専
務
理
事

藤
田　

敏
明

常
任
理
事

石
川　

千
春

〃

今
野　

光
昭

〃

深
町　

知
博

〃

本
川　

栄
子

理

事

跡
辺　

裕
行

〃

稲
葉　

典
昭

〃

小
倉　

浩
夫

〃

笠
松　

信
幸

〃

片
桐　

正
晃

〃

木
村　
　

孝

〃

真
田　

若
子

〃

重
堂　

清
子

理

事

杉
野　

智
美

〃

平　
　

秀
明

〃

高
野　

幸
雄

〃

高
橋　

直
也

〃

田
村　

邦
夫

〃

千
葉　
　

淳

〃

得
地　

秀
行

〃

中
田　

勝
明

〃

中
橋　

友
子

〃

野
坂　
　

勲

〃

山
本　

鉄
雄

監

事

木
田　

将
実

〃

武
井　

純
子

〃

高
橋　
　

忠

十勝勤医協診療案内
※各院所とも第２・第４土曜日は休診です。

帯広病院内科

受付時間 午前８：00～11：30 午後13：30～16：30 夜間診療17：00～19：00

月 火 水 木 金 土

午 前 〇 〇 〇 〇 〇
※
〇
　

午 後 〇 〇 〇 ― 〇 ―

夜間診療 〇 ― ― 〇 ― ―

帯広病院耳鼻科

受付時間 午前８：00～11：30 午後13：30～16：30

月 火 水 木 金 土

午 前 ― ― 〇 〇 ―
※
〇　

午 後 〇 〇 ― ― 〇 ―

柳町医院

受付時間 午前８：00～11：30

月 火 水 木 金 土

午 前 〇 〇 〇 〇 〇
※
〇
　

白樺医院

受付時間 午前８：00～11：30 夜間診療17：00～19：00

月 火 水 木 金 土

午 前 〇 〇 〇 〇 〇
※
〇　

夜間診療 ― ― ― 〇 ― ―

柳
町
医
院
で
土
曜
診
療
開
始
（
第
二･

四
は
休
診)
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十
勝
勤
医
協
第
二
十
五
回

通
常
社
員
総
会
が
五
月
二
十

三
日
、
帯
広
市
内
で
開
催
さ

れ
、
全
議
案
を
満
場
一
致
で

採
択
し
ま
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
浅
沼
建
樹

理
事
長
は
、
冒
頭
で
「
特
別

大
き
な
意
味
を
持
つ
総
会
」

と
前
置
き
し
、
イ
ラ
ク
派
兵

や
年
金
改
悪
な
ど
、
国
民
と

政
府
・
財
界
と
の
鋭
い
矛
盾

が
露
呈
す
る
な
か
で
参
議
院

選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
触

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
患
者

さ
ん
に
選
ん
で
も
ら
え
る
、

安
心
、
安
全
、
信
頼
の
医
療
、

介
護
の
確
立
を
」
と
訴
え
、

今
総
会
の
意
義
を
強
調
し
ま

し
た
。

討
論
で
は
十
八
人
の
社
員

が
発
言
に
立
ち
ま
し
た
。
総

会
方
針
を
深
め
、

実
践
す
る
上
で

貴
重
な
発
言
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。

地
域
社
員
か

ら
は
、
情
勢
に

関
わ
っ
て
人
権

や
平
和
を
守
る

立
場
か
ら
日
本

国
憲
法
の
遵
守

や
政
治
革
新
に

つ
い
て
、
各
地

の
友
の
会
か
ら

地
域
で
健
診
活

動
や
健
康
相
談

会
の
充
実
な
ど

の
健
康
を
守
る

取
り
組
み
、
友

の
会
活
動
を
旺

盛
に
取
り
組
む

た
め
の
経
験
や

展
望
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
社
員
か

ら
は
診
療
体
制

の
充
実
や
耳
鼻

咽
喉
科
開
設
に

関
わ
る
発
言
、

各
院
所
施
設
か

ら
こ
れ
か
ら
の
医
療
介
護
活

動
に
つ
い
て
の
紹
介
や
決
意

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
青
年

を
代
表
し
て
発
言
に
立
っ
た

職
員
か
ら
も
、
「
地
域
の
住

民
と
と
も
に
、
明
る
い
未
来

を
一
歩
一
歩
前
進
さ
せ
な
が

ら
実
現
し
て
い
き
た
い
」
と

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
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第13回十勝勤医協友の会連絡会総会開かれる

地域住民の健康を　
守る活動を旺盛に

7月健康相談会開催予定

日程 曜
日 開始時間 テ ー マ 開 催 会 場

６日 火 14：00 青 空 健 康 チ ェ ッ ク 札内エルムの森ＰＧ場

６日 火 19：00 耳 ・ 鼻 の は な し 瓜田氏宅(芽室町東９-７)

９日 金 19：00 免 疫 力 の は な し 帯広市大正トレセン

13日 火 19：00 食 中 毒 に つ い て 士幌新田集落センター

15日 木 14：00 スーパー内健康チェック スーパーいっきゅう

21日 水 19：00 介 護 の 仕 方 ・ 予 防 音更上然別集会所

22日 木 19：00 アレルギー性鼻炎について 菅原一晴氏宅(音更柳町北区)

27日 火 19：00 耳 ・ 鼻 の は な し 明和福祉センター

27日 火 19：00 介護のための福祉用具について 光南福祉センター

30日 金 19：00 脳 梗 塞 に つ い て 帯広病院大会議室

※友の会員なら、どの健康相談会にも参加することができます。日

程や場所が変更になる場合もありますので、友の会連絡会事務局

まで（21－4144）ご確認ください。

●会 長

高野 幸雄 札 内

●副会長

重堂 清子 音 更

輔田 等 士 幌

高城 恵子 東

●事務局長

石沢 英子 西帯広

●幹 事

片桐 武夫 音 更

守屋いつ子 音 更

和田 鶴三 士 幌

渡辺 定吉 士 幌

山本 政俊 上士幌

山本 和子 上士幌

西田 義雄 新 得

青柳 茂行 新 得

妻鳥 靖子 清 水

田中 圭子 清 水

米倉 興宰 芽 室

高橋 幸八 芽 室

西村 和正 中札内

大津寿美香 更 別

川口加代子 更 別

有岡千恵子 大 樹

西浦 妙子 大 樹

前崎 茂 広 尾

沢田 誠一 広 尾

成沢せい子 札 内

鈴木志摩子 札 内

小林 幸一 幕 別

森田 慶子 幕 別

島田 辰彦 浦 幌

差間 正樹 浦 幌

吉田 清治 池 田

吉田 昌子 池 田

加藤 孝一 本 別

川田 忠 本 別

中川エミ子 足 寄

堀田 優子 足 寄

室崎和佳子 陸 別

小野寺政則 陸 別

山口久美子 東

村上やよい 光 南

守屋裕美子 光 南

後藤 等 鉄 南

常山 正 鉄 南

福島 保 中 央

福島 康子 中 央

内田 豊 啓 北

青木 昭彦 啓 北

及川 洋子 栄

佐藤 久輝 栄

岡本 顕 西帯広

清水美喜子 西帯広

田所 豊之 西 南

工藤 千秋 西 南

片石 祐一 緑ヶ丘

中村 悦雄 緑ヶ丘

丸山 敬三 白 樺

大橋 秀一 白 樺

渡辺 宗雄 新 緑

千田 濱子 新 緑

堀切 忠 柏林台

横塚恵利子 柏林台

村上久美子 緑 西

大江スエノ 緑 西

平 麗子 稲 田

竹田 義男 稲 田

梅林 敏 大 空

伊澤佐恵子 川 西

竹田 和夫 川 西

●事務局次長

名和千枝子 緑 西

谷口 和弥 職 員

ど
ん
ぐ
り
の
会
が
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
交
流

六
月
十
二
日
に
ど
ん
ぐ
り

の
会
（
帯
広
病
院
高
血
圧
患

者
会
）
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
幕
別
温
泉
緑
館
で
患
者
会

十
名
、
職
員
七
名
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
し
、

緑
館
で
昼
食
交

流
会
、
そ
の
後

自
由
時
間
で
入

浴
す
る
方
や
近

況
を
話
し
合
う

方
な
ど
、
と
て

も
な
ご
や
か
に

交
流
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

（
介
護
シ
ョ
ッ

プ
あ
じ
さ
い
相

談
員
・
高
橋
大

輔
）

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

十勝勤医協友の会連絡会役員体制

得
地

秀
行
理
事

ご
逝
去

十
勝
勤
医
協
理
事
の
得
地

秀
行
氏
が
六
月
三
日
、
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
六
十

八
歳
で
し
た
。

得
地
氏
は
音
更
友
の
会
会

長
と
し
て
十
勝
勤
医
協
の
発

展
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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去
る
六
月
五
日
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
、
と
か
ち
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、
第
十
三
回
「
友

の
会
連
絡
協
議
会
総
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に

は
各
単
位
友
の
会
か
ら
の
代

議
員
百
三
十
一
人
と
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
三
人
、
職
員
三
十
一

人
が
参
加
し
、
提
案
さ
れ
た

全
議
案
が
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
高
野
幸
雄
会
長
は

挨
拶
の
中
で
、
今
日
の
情
勢

に
ふ
れ
な
が
ら
、
次
の
二
点

に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

一
つ
は
、
私
た
ち
の
願
い

は
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰

も
が
親
切
で
よ
い
医
療
を
」

の
実
現
に
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
「
平
和
で
あ
る
こ
と
」

「
生
存
権
が
保
障
さ
れ
る
社

会
保
障
制
度
が
確
立
さ
れ
て

い
る
こ
と
」
の
二
点
が
根
底

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
基

本
で
あ
る
こ
と
。
し
か
し
、

今
日
的
な
情
勢
は
、
小
泉
政

権
の
も
と
で
、
憲
法
九
条
も

二
十
五
条
も
吹
っ
飛
ば
し
て

し
ま
う
よ
う
な
「
で
た
ら
め

政
治
」
が
ま
か
り
通
っ
て
い

る
。
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
こ

と
。二

つ
目
は
、
「
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
に
、
全
日
本
民

医
連
総
会
や
北
海
道
民
医
連

総
会
が
示
し
て
い
る
組
織
拡

大
の
目
標
に
相
応
し
い
目
標

を
設
定
す
る
こ
と
。

各
友
の
会
の
具
体
的
な

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
る

議
案
の
提
案
の
あ
と
の
討

議
は
、
内
容
の
あ
る
発
言
が

相
次
ぎ
、
総
会
の
成
功
に
結

び
つ
き
ま
し
た
。
以
下
、
特

徴
的
な
発
言
を
紹
介
し
ま
す
。

栄
友
の
会

岡
山

啓
子
さ
ん

・
友
の
会
活
動
イ
コ
ー
ル「
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」
で
あ
り
、
友
の

会
活
動
の
原
点
は
「
人
間
が

人
間
ら
し
く
生
き
る
」
そ
こ

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

音
更
友
の
会

菅
原

一
晴
さ
ん

・
四
千
名
を
超
え
る
音
更
友

の
会
が
、
七
班
体
制
を
四
班

体
制
に
再
編
成
し
、
組
織
の

充
実
、
発
展
に
動
き
出
し
た
。

「
木
野
北
友
の
会
」
で
は
世

話
人
を
増
加
し
、
宅
配
率
一

〇
〇
％
目
指
し
て
い
る
。

西
帯
広
友
の
会

岡
本

顕
さ
ん

・
会
員
千
六
百
名
を
超
え
る

西
帯
広
友
の
会
が
、
会
員
一

人
一
人
の
つ
な
が
り
の
強
化

を
目
標
に
、
八
月
に
分
割
さ

れ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。「
健

康
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
健

康
相
談
会
に
「
ス
ト
レ
ッ
チ

健
康
体
操
」
を
取
り
入
れ
た

り
、
六
月
に
は
す
こ
や
か
ク

ラ
ブ
が
誕
生
（
週
一
回
・
卓

球
）
す
る
。

本
別
友
の
会

川
田

忠
さ
ん

・
「
送
迎
車
」
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
て
、

地
元
の
病
院
や
医
療
体
制
の

充
実
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

医
療
費
・
介
護
保
険
料
・
利

用
料
の
減
免
に
つ
い
て
、
各

自
治
体
毎
に
調
査
・
分
析
し

て
要
求
し
て
い
こ
う
。

札
内
友
の
会

鈴
木
志
摩
子
さ
ん

・
会
員
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
「
友
の
会
健
診
」
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。
文
化

活
動
な
ど
も
通
し
て
「
組
織

の
拡
大
・
強
化
」
を
図
っ
て

い
る
。
「
食
事
会
」
に
お
年

寄
り
を
誘
い
、
元
気
づ
け
て

い
る
。

ま
た
、
新
役
員
が
別
表
の

よ
う
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
二
年
で
す
。
（
「
事
務

局
次
長
に
つ
い
て
は
、
役
員

会
に
承
認
を
得
て
、
会
長
が

任
命
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
七
月
四
日
の
役

員
会
で
提
案
さ
れ
る
予
定
で

す
）
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睡眠時無呼吸症候群②

い び き に つ い て

十勝勤医協 帯広病院耳鼻咽喉科科長 木 村 孝
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B
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歯
の
お
は
な
し

そ
の
40

む
し
歯
を
予
防
す
る
ガ
ム

十
勝
勤
医
協
帯
広
歯
科
医
院

歯
科
衛
生
士

菅

原

純

子

在
宅
介
護
を
し
て
い
る
家
族
に
対
し
て

介
護
施
設
へ
の
入
所
（
病
院
へ
の
入
院
を

含
む
）
を
利
用
す
る
と
し
た
場
合
、
自
分

が
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
か

を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
施
設
利
用
の
方
法
に
は

例
え
ば
二
～
三
日
な
ど
短
期

間
使
う
、
何
カ
月
利
用
な
ど

様
々
あ
り
ま
す
。

施
設
利
用
の
目
的
の
一
つ

に
は
、
介
護
者
の
介
護
負
担

軽
減
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者

の
夫
婦
で
二
つ
の
以
下
の
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
Ａ
さ

ん
は
妻
と
二
人
暮
ら
し
。
妻

に
は
高
度
の
痴
呆
が
あ
り
、

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
、
な
ん
と
か
介
護
を
続

け
て
い
ま
す
。
妻
の
主
事
医

か
ら
介
護
疲
れ
を
心
配
さ
れ
、

妻
の
入
院
を
す
す
め
ら
れ
利

用
し
ま
し
た
。
後
日
、
Ａ
さ
ん
の
申
し
出

に
よ
り
、
す
ぐ
に
退
院
し
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
に
退
院
し
た
理
由
を

き
く
と
「
妻
が
い
な
く
て
寂
し
い
、
妻
が

帰
り
た
い
と
い
う
、
妻
が
か
わ
い
そ
う
だ

っ
た
」
と
の
こ
と
。

ま
た
Ｂ
さ
ん
は
痴
呆
の
あ
る

夫
の
介
護
を
し
て
い
ま
す
。
Ｂ

さ
ん
が
体
調
を
崩
し
た
た
め
、

夫
に
介
護
施
設
に
短
期
的
に
入

所
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
入
所

の
間
「
夫
が
い
な
く
て
寂
し
い
」

と
Ｂ
さ
ん
が
し
き
り
に
い
っ
て

い
た
と
家
族
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
立
場
と

し
て
は
介
護
負
担
軽
減
に
な
る

か
ら
と
施
設
を
利
用
し
て
も
ら

う
の
で
す
が
、
施
設
利
用
を
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
介
護
者
が

自
責
の
念
に
と
ら
わ
れ
た
り
、寂

し
さ
が
つ
の
っ
て
落
ち
込
ん
で

し
ま
う
場
合
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
施
設
利
用
に
対

し
て
の
介
護
者
の
思
い
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
ケ
ー
ス
で
し
た
。

（
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
柳
町
相
談
員･

濱
畑
由
紀
子
）

ソーシャルワーカー奮闘記⑭

様々ある施設利用への介護者の思い
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マラソン
片石　祐一さん

(緑ヶ丘友の会)

第15回 十勝健康まつりのお知らせ 入場無料

と き 9月12日日 午前10時～午後2時

ところ ドリームタウン白樺（十勝勤医協ケアセンター白樺横)

主 催 十勝健康まつり実行委員会（事務局21-4144)

（3） 友 の 会 ニ ュ ー ス第２４２号 ２００４年７月

い
び
き
と
は
、
い
わ
ば
身

体
の
発
す
る
危
険
信
号
で
す
。

い
び
き
は
粘
膜
の
振
動
音

い
び
き
は
睡
眠
時
に
発
生

す
る
粘
膜
の
振
動
音
で
す
。

主
な
原
因
と
し
て
は
肥
満
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
、
の
ど

の
異
常
、
鼻
疾
患
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

睡
眠
中
に
咽
頭
や
舌
の
筋

肉
の
緊
張
が
低
下
し
た
と
き

や
、
鼻
疾
患
、
咽
頭
部
の
障

害
に
よ
っ
て
気
道
が
閉
塞
す

る
と
、
空
気
が
通
る
と
き
粘

膜
が
振
動
し
い
び
き
の
発
生

と
な
り
ま
す
。

一
、
肥　

満

い
び
き
は
体
重
の
増
加
と

と
も
に
そ
の
割
合
も
多
く
な

り
ま
す
。

体
重
が
増
え
る
に
つ
れ
の

ど
や
舌
も
太
く
な
り
、
そ
の

結
果
気
道
が
上
下
左
右
か
ら

圧
迫
さ
れ
狭
く
な
り
、
い
び

き
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

対
策
→
減
量

二
、
ア
ル
コ
ー
ル

体
内
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
入

る
と
気
道
内
が
う
っ
血
し
粘

膜
が
膨
張
し
ま
す
。

鼻
の
粘
膜
も
腫
れ
て
鼻
の

通
り
が
詰
ま
っ
た
感
じ
に
な

る
わ
け
で
す
。

ま
た
舌
や
咽
頭
の
筋
肉
の

緊
張
が
な
く
な
り

気
道
が
狭
く
な
り

い
び
き
の
発
生
に

つ
な
が
り
ま
す
。

対
策
→
禁
酒

三
、
薬　

物

筋
弛
緩
薬
、
睡

眠
薬
、
精
神
安
定

剤
な
ど
は
筋
の
緊

張
を
緩
和
さ
せ
る

作
用
が
あ
り
、
舌

や
咽
頭
の
筋
肉
の
緊
張
が
な

く
な
り
気
道
が
狭
く
な
り
、

い
び
き
の
発
生
に
つ
な
が
り

ま
す
。

四
、
鼻
疾
患

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
慢

性
副
鼻
腔
炎
、
鼻
中
隔
攣
曲

症
な
ど
は
鼻
の
通
り
が
悪
く

な
り
、
粘
膜
の
抵
抗
が
大
き

く
な
り
い
び
き
の
発
生
に
つ

な
が
り
ま
す
。

五
、
咽
頭
扁
桃
部の

異
常

咽
頭
扁
桃
、
口
蓋
垂
（
の

ど
ち
ん
こ
）
の
炎
症
や
肥
大

に
よ
り
気
道
が
狭
く
な
り
、

い
び
き
の
発
生
に
つ
な
が
り

ま
す
。

六
、
骨
格
や
年
齢
に

よ
る
も
の

骨
格

：

顎
が
小
さ
い
と
い

び
き
を
発
生
し
や
す

い
で
す
。

年
齢

：

年
齢
に
て
の
ど
の

筋
力
の
低
下
に
よ
り
、

い
び
き
を
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
、
目
に
す
る
機
会
が

多
い
も
の
に
キ
シ
リ
ト
ー
ル

ガ
ム
が
あ
り
ま
す
。
一
九
九

七
年
に
食
品
添
加
物
と
し
て

承
認
さ
れ
た
キ
シ
リ
ト
ー
ル

は
、
天
然
の
炭
水
化
物
で
砂

糖
と
同
程
度
の
甘
さ
、
カ
ロ

リ
ー
は
三
分
の
二
程
度
で
す
。

効
果
は
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
に

対
し
、
抗
代
謝
作
用
が
あ
り
、

当
分
と
の
結
び
つ
き
を
阻
害

し
、
プ
ラ
ー
ク
の
付
着
を
減

少
し
、
菌
数
を
減
少
し
ま
す
。

唾
液
の
分
泌
を
促
し
、
歯

を
強
く
す
る
条
件
を
整
え
、

あ
る
い
は
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌

を
発
育
抑
制
す
る
作
用
が
あ

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。た

だ
ガ
ム
を
噛
め
ば
歯
磨

き
に
手
抜
き
が
で
き
る
と
か
、

甘
い
も
の
を
だ
ら
だ
ら
食
べ

て
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
就
寝
中
に
は
唾
液
が
ほ

と
ん
ど
分
泌
さ
れ
ま
せ
ん
か

ら
、
寝
る
前
の
歯
磨
き
は
重

要
で
す
。
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
、
間
食
を
減
ら
す
、

定
期
検
診
を
受
け
る
。
そ
し

て
歯
質
の
強
化
を
助
け
、
唾

液
の
分
泌
を
促
す
た
め
に
虫

歯
予
防
ガ
ム
を
噛
む
の
が
い

い
で
し
ょ
う
。
で
き
る
だ
け

キ
シ
リ
ト
ー
ル
百
％
の
も
の

を
お
勧
め
し
ま
す
。

緑
ヶ
丘
友
の
会
会
長
の
片

石
さ
ん
（
六
十
歳
）
が
手
に

し
て
い
る
二
つ
の
メ
ダ
ル
は
、

今
年
四
月
の
伊
達
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
（
一
時
間
二
十
四
分

三
十
一
秒
）
と
五
月
の
洞
爺

湖
マ
ラ
ソ
ン
（
二
時
間
五
十

八
分
二
十
秒
）
優
勝
の
記
念

品
で
す
。

子
供
の
頃
も
か
け
っ
こ
は

早
か
っ
た
と
い
う
片
石
さ
ん

で
す
が
、
走
ろ
う
と
思
い
た

っ
た
の
は
四
十
三
歳
の
時
。

東
京
暮
ら
し
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
時
代
、
健
康
診
断
で
担
当

医
か
ら
十
㎏
の
減
量
を
指
導

さ
れ
、
後
輩
と
一
緒
に
周
囲

五
㎞
の
皇
居
一
周
を
日
課
に

加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
年
半
後
、
勧
め
ら
れ
て

青
梅
マ
ラ
ソ
ン
（
三
十
㎞
）

に
参
加
し
見
事
完
走
。
こ
の

時
の
喜
び
が
、
片
石
さ
ん
を

病
み
付
き
に
さ
せ
ま
し
た
。

以
後
、
十
六
年
間
で
出
場

し
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
約
二

百
五
十
回
、
う
ち
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
は
約
三
十
回
。
最
高
タ

イ
ム
は
二
時
間
五
一
分
。「
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
は
全
て
完
走
し

て
き
た
」
、
こ
の
こ
と
は
片

石
さ
ん
の
大
き
な
自
信
と
誇

り
。
三
万
人
が
参
加
す
る
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
が
十
二
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
六
十

代
の
部
で
の
優
勝
（
昨
年
は

四
位
）
を
次
の
目
標
に
走
り

続
け
ま
す
。

七
月
か
ら
開
始
の
十
勝
健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
も
自
由
コ

ー
ス
「
毎
日
二
十
㎞
以
上
走

る
」
で
、
申
し
込
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

（
谷
口
）

※
特
技
や
趣
味
を
お
持
ち
の

友
の
会
員
の
方
を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。
ど
ん
な
特
技
や
趣

味
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
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看
護
師
さ
ん
、
や
さ
し
い

笑
顔
で
頑
張
っ
て

西
山

節
子
さ
ん
（
帯
広
市
）

先
日
、
帯
広
病
院
に
通
院

し
ま
し
た
。
改
装
さ
れ
て
す

が
す
が
し
く
な
っ
た
病
院
の

中
、
看
護
師
さ
ん
の
一
人
か

ら
や
さ
し
く
声
か
け
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
や
さ

し
い
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら

暑
く
な
り
ま
す
。
お
互
い
体

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

幸
せ
を
イ
ラ
ク

に
も
あ
げ
た
い
…

大
橋
由
美
子
さ
ん
（
帯
広
市
）

わ
が
家
か
ら
の
庭
の
木
、

草
花
の
眺
め
が
、
今
最
高
に

美
し
く
、
ほ
っ
と
一
息
つ
か

せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
幸
せ
を
イ
ラ
ク
に
分

け
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

年
金
改
悪
の

ゴ
リ
押
し
に
怒
り
が

高
宮

裕
さ
ん
（
帯
広
市
）

国
民
の
七
割
以
上
の
人
た

ち
が
反
対
し
て
い
る
年
金
法

案
が
、
欠
陥
だ
ら
け
の
ま
ま

自
公
内
閣
に
ゴ
リ
押
し
さ
れ
、

成
立
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
国
民
の
未
来
の
生
活
を

真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

川
西
友
の
会
員
さ
ん

か
ら
の
絵
手
紙
に
感
動

伊
澤
満
洲
男
さ
ん

　
　

佐
恵
子
さ
ん
（
帯
広
市
）

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
六
月
号

の
「
名
人
達
人
コ
ー
ナ
ー
」

を
読
ん
で
く
れ
た
川
西
友
の

会
員
の
方
か
ら
、
先
日
、
激
励

の
絵
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
リ
ン
グ
プ
ル
情
報
◇

車
椅
子
五
台
目
ま
で
あ
と

一
〇
〇
㎏
で
す
。

（
九
〇
〇
㎏
で
車
椅
子
一
台
）

※
友
の
会
員
の
皆
様
へ


「
読
者
の
声
」
へ
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

二
重
枠
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
て
で
き
た
言
葉
を
答
え

て
く
だ
さ
い
。
（
ヒ
ン
ト：

こ
の
夏
、
最
も
熱
い
都
市
と

な
る
で
し
ょ
う
）

た
て
の
か
ぎ

①
浦
島
太
郎
が
龍
宮
か
ら
持

ち
帰
っ
た
箱
。

②
理
由
に
な
ら
な
い
こ
と
を

理
由
に
し
て
、
相
手
に
食
っ

て
か
か
る
こ
と
。

③
今
日
の
次
の
日
。
「
○
○

○
、
天
気
に
な
あ
れ
」
。

④
鼻
の
長
い
動
物
。

⑤
あ
き
ら
め
な
い
で
根
気
よ

く
続
け
る
。
○
○
○
強
い
。

よ
こ
の
か
ぎ

①
体
ご
と
ぶ
つ
か
っ
て
行
く

こ
と
。

⑥
ど
ん
な
困
難
に
も
ひ
る
ま

ず
突
き
進
む
こ
と
。

⑦
銀
行
で
支
払
い
に
使
う
証

券
。
「
約
束
○
○
」
。

⑧
常
識
は
ず
れ
に
強
い
力
は
、

○
○
力
。

⑨
飲
み
屋
で
出
す
、
ち
ょ
っ

と
し
た
一
品
料
理
。

【
応
募
方
法
】

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
電
子

メ
ー
ル
で
、
左
記
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

【
宛

先
】


郵
送

〒
〇
八
〇－

〇
〇
一
九

帯
広
市
西
九
条
南
十
一
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部


電
子
メ
ー
ル

sosh
ik

i ＠
tok

ach
i-k

in
-

ikyo.or.jp

【
賞

品
】

抽
選
で
十
名
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
券
を
お
送
り
し

ま
す
。

【
締
め
切
り
】

七
月
二
十
日
（
当
日
消
印

有
効
）
。
発
表
は
第
二
四
四

号
（
九
月
号
）
紙
上
で
す
。

【
第
二
四
〇
号
の
当
選
者
】

答
え
は
①
日
進
月
歩
②
老

若
男
女
③
千
差
万
別
④
東
奔

西
走
で
し
た
。
応
募
総
数
百

五
通
、
正
解
者
百
一
通
の
中

か
ら
抽
選
に
よ
り
、
次
の
十

名
の
方
が
当
選
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

岩
倉
ル
エ
子
・
五
十
嵐
と

よ
子
・
佐
藤
琢
哉
・
堀
百
合

子
・
吉
野
松
子
（
以
上
帯
広

市
）・
多
胡
一
三（
足
寄
町
）・

小
原
孝
弘
（
音
更
町
）
・
込

堂
真
弓
（
幕
別
町
）
・
植
村

幸
代
（
芽
室
町
）
・
大
森
昭

治
（
札
幌
市
）

※
頭
の
体
操
の
問
題
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
採
用
の
際

に
は
、
図
書
券
を
贈
呈
し

ま
す
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a

西
帯
広
友
の
会
は
六
月
七

日
午
後
、
帯
広
市
内
の
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
健
康
づ
く
り

と
し
て
卓
球
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

今
年
一
月
に
行
わ

れ
た
友
の
会
世
話
人

交
流
会
の
お
楽
し
み

企
画
の
ひ
と
つ
に
卓

球
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
参
加
し
た
世

話
人
か
ら
、
地
域
で

も
会
員
同
士
の
交
流

と
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
「
卓
球
を
」
と
、

希
望
が
出
さ
れ
、
初

め
て
取
り
組
ん
で
み

ま
し
た
。

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
で
中
・
高

年
向
き
、
卓
球
が
脳
を
活
性

化
さ
せ
る
と
の
研
究
結
果
も

あ
り
。
体
脂
肪
率
測
定
も
実

施
し
ま
し
た
。

参
加
者
十
一
人
中
初
め
て

卓
球
を
す
る
人
は
二
人
、
十

分
も
体
を
動
か
し
た
ら
「
は

い
、
次
は
あ
な
た
よ

」
と
、

水
分
補
給
し
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
継
続
し
て
や
り
た
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
毎
週
月

曜
日
十
三
時
か
ら
定
期
開
催

に
、
会
の
名
前
を
「
す
こ
や

か
ク
ラ
ブ
」
と
決
め
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
場
で
友
の
会
員
が

二
名
増
え
ま
し
た
。

（
西
帯
広
友
の
会
・

石
沢
英
子
）

卓球｢

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
こここここここここここここここここここここここここここここここ
ややややややややややややややややややややややややややややややや
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ククククククククククククククククククククククククククククククク
ラララララララララララララララララララララララララララララララ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ｣

誕
生


毎
週
月
曜
日
に
健
康
づ
く
り

西
帯
広
友
の
会

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友
ののののののののののののののののののののののののののののののの
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡
先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先

【
友
の
会
連
絡
協
議
会
】

〇
一
五
五-

二
一-

四
一
四
四

【
音

更
】
重
堂

清
子

〇
一
五
五-

四
四-

二
五
二
四

【
士

幌
】
和
田

鶴
三

〇
一
五
六
四-

七-

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本

政
俊

〇
一
五
六
四-

二-

三
〇
八
九

【
新

得
】
西
田

義
雄

〇
一
五
六
六-

四-

五
八
二
八

【
清

水
】
妻
鳥

靖
子

〇
一
五
六
六-

三-

二
五
七
八

【
鹿

追
】
武
田

耕
次

〇
一
五
六
六-

六-

二
一
七
六

【
芽

室
】
米
倉

興
幸

〇
一
五
五-

六
二-

三
五
八
九

【
中
札
内
】
西
村

和
正

〇
一
五
五-

六
七-

二
七
七
四

【
更

別
】
小
刀
祢

博

〇
一
五
五-

五
二-

二
六
五
七

【
忠

類
】
増
田

武
夫

〇
一
五
五
八-

八-

二
六
〇
七

【
大

樹
】
有
岡

繁

〇
一
五
五
八-

七-

五
二
二
八

【
広

尾
】
旗
手

恵
子

〇
一
五
五
八-

二-

三
五
〇
七

【
幕

別
】
野
原

恵
子

〇
一
五
五-

五
四-

三
二
七
五

【
札

内
】
高
野

幸
雄

〇
一
五
五-

五
六-

五
五
七
八

【
池

田
】
吉
田

清
治

〇
一
五
五
七-

二-

八
六
一
〇

【
本

別
】
加
藤

孝
一

〇
一
五
六
二-

二-

四
八
二
二

【
足

寄
】
中
川
エ
ミ
子

〇
一
五
六
二-

五-

二
八
四
七

【
陸

別
】
餌
取

貢

〇
一
五
六
二-

七-

三
五
九
〇

【

東

】
藤
井

哲
夫

〇
一
五
五-

二
五-

二
三
八
二

【

柏

】
渡
辺
　

渡

二
三-

〇
九
二
六

【
光

南
】
村
上
や
よ
い

二
五-

五
五
八
八

【
鉄

南
】
後
藤

等

二
一-

四
三
五
七

【
中

央
】
福
島

保

二
二-

一
五
〇
七

【
啓

北
】
山
本
千
代
子

三
四-

三
二
五
七

【

栄

】
岡
山

啓
子

三
三-

〇
五
三
七

【
西
帯
広
】
石
沢

英
子

三
三-

三
一
四
九

【
西

南
】
田
所

豊
之

二
二-

七
五
八
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石

祐
一

三
三-

一
四
四
三

【
白

樺
】
丸
山

敬
三

三
五-

三
八
一
一

【
新

緑
】
渡
辺

宗
雄

二
一-

六
二
一
四

【
柏
林
台
】
堀
切

忠

三
四-

二
九
五
一

【
緑

西
】
村
上
久
美
子

三
三-

六
八
五
二

【
稲

田
】
平

麗
子

四
八-

〇
七
一
五

【
大

空
】
見
上

政
次

四
七-

一
四
五
一

【
川

西
】
伊
沢
佐
恵
子

六
〇-

二
五
〇
六

読者
の声

頭

の

体

操

（4）友 の 会 ニ ュ ー ス 第２４２号２００４年７月

札
内
友
の
会
総
会

全
額
負
担
で
世
話
人
健
診

五
月
二
十
九
日
夜
、
札
内

友
の
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
の
活
動
方
針
は
、

健
康
を
守
る
取
り
組
み
と
し

て
世
話
人
の
友
の
会
健
診
料

を
、
今
年
も
ニ
ュ
ー
ス
宅
配

料
か
ら
全
額
負
担
で
実
施
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ

し
て
健
康
相
談
会
、
青
空
健

康
チ
ェ
ッ
ク
に
も
旺
盛
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
を
対
象
に
し
た

「
お
食
事
会
」
「
茶
話
会
」

な
ど
を
広
め
、
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
会
員
ど

う
し
が
仲
良
く
生
き
生

き
と
活
動
で
き
る
友
の

会
に
し
よ
う
と
、
み
ん

な
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

十
勝
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
も
強
く
訴
え
、
そ
の

場
で
十
八
名
が
申
し
込

み
ま
し
た
。

（
札
内
友
の
会
・

鈴
木
志
摩
子
）

西
南
友
の
会
総
会

宅
配
参
加
呼
び
か
け
を
決
議

六
月
十
三
日
、
士
幌
町
プ

ラ
ザ
緑
風
を
会
場
に
西
南
友

の
会
の
総
会
が
、
十
二
名
の

世
話
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の

後
の
総
会
で
は
、
太

田
宗
一
世
話
人
が
司

会
進
行
。
田
所
豊
之

事
務
局
長
が
〇
三
年

度
の
総
括
と
〇
四
年

度
の
方
針
を
提
案
し
、

全
員
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

林
秋
一
（
九
十
二

歳
）
・
安
枝
（
八
十

一
歳
）
さ
ん
ご
夫
妻

も
参
加
さ
れ
、
元
気

で
世
話
人
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
、

感
動
し
ま
し
た
。

総
会
が
閉
会
し
た
後
は
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
お
酒
も

入
っ
て
会
話
も
弾
み
和
や
か

に
交
流
、
そ
の
後
温
泉
に
つ

か
っ
て
疲
れ
も
と
り
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
友
の
会
連
絡
会
副
会
長
・

輔
田

等
）
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